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　ダンススタジオ「G
ガ イ ダ ン ス

UIDANCE」の佐々木舞です。生ま
れは大阪で、親の転勤とともに東京へ。東京では、原宿の
スニーカーアパレル店で勤めたり、趣味でダンスをした
りしていました。そして結婚・出産の後、夫の地元、登米市
に９年前に移住しました。
　登米市に来たばかりの頃は車の免許がなかったので、
１歳の息子をベビーカーに乗せて真冬に散歩していたの
を覚えています。誰も知り合いがいなかったので、最初は
不安もありましたが、近所のおじいちゃん、おばあちゃん
が「東京から来た人かー？これいらねーか？」と声をかけ
てくれて、野菜をお裾分けしてもらいました。東京では、
見知らぬ人が親切にしてくれることなんてなかったので、
人の温かさを感じました。ここで子育てができて本当に
よかったと思っています。
　皆さんに伝えたいのは、「完璧じゃないものは魅

オ リ ジ ナ ル

力的」
ということ。個性をもっと大事に、そして認め合う気持ち
を、ダンスを通じて伝えていきたいと思っています。

わが家のアイドル。
にいにたちと一緒に、
元気いっぱい成長して
いこうね。

笑顔がかわいい絃蓮
ちゃん。その笑顔にい
つも癒やされてるよ。
これからもすくすく元
気に育ってね。 

お姉ちゃんのまねをし
ていろいろなことに挑
戦しているね。その気
持ちでこれからもスク
スク頼みます。

とっても負けず嫌いで、
いつもお姉ちゃんを泣
かせる気の強い息子。
穏やかに育ってほしい
です。

小・中学校の同級生で、その頃は全然話
したこともなかったけど、就職した職場の同じ
部署に配属されて、そこで再会したの。

一緒に働くうちに、引かれ合ったんだ。

明るくて人を笑わせるのが好きだから、
年代を問わずいろんな人に慕われているよ。

気配りができて、笑顔がすてきなんだ。

二人で見た秋田竿
か ん

灯
と う

まつりのきれいさ
と迫力が忘れられないね。二人きりでの旅行は
あまりなかったから、よく覚えているよ。

体力的に遠出は難しくなったけど、同級
会のつながりで今でも遠方から私たちに会い
に来てくれる人や、電話をくれる人たちとの会
話が楽しみだから、これからも健康に気をつけ
て元気でいたいね。

　私の将来の夢は、保育士になることです。保育
士になろうと思ったのは、昨年、私の弟が生まれ
て面倒を見ているうちに「自分の弟だけじゃな
く、小さいこどもたちみんなのお世話をしたい」
「みんなに頼られる存在になりたい」と思ったの
がきっかけです。
　私が幼稚園の時、一人で絵を描いていたら、隣
に先生が来てくれて、私に寄り添ってくれまし
た。先生に話を聞いてもらって、すごく温かい気
持ちになったのを覚えています。だから、私も一
人一人に寄り添って、こどもたちの心を温かく
してあげられるような保育士になりたいと思っ
ています。
　これから学校生活を送る中で、今の自分にで
きることは、周りをよく見て行動したり、困って
いる人がいたら自分から声をかけたりすること
だと思います。夢をかなえるためには難しいこ
ともあるかもしれませんが、諦めずに頑張って
いきたいです。


